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目的： 

妊娠糖尿病（GDM）は比較的よくみられる妊娠合併症の一つであり、周産期合併症のリスクである。GDM は診断時期

（前半期か後半期）により、周産期予後の重症度が異なる。本研究では、GDM を診断妊娠週数ごとに分類した上で、

母体（妊婦）の出生体重との関連を調査することを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査の 3 歳時全固定データを使用し、69,318 人の妊婦を解析対象者とした。母体（妊婦）の出生体重を、

2,500g 未満、2,500-2,999g、3,000-3,499g、3,500-3,999g、4,000g 以上に分類した。GDM をアウトカムとし、妊娠前半期

GDM（妊娠 24 週未満に診断）と妊娠後半期 GDM（妊娠 24 週以降に診断）に分類した。既知の GDM リスク因子を調

整因子とし、多項ロジスティック回帰分析を用いて母体（妊婦）の出生体重と GDM との関連を検証した。 

 

結果： 

母体（妊婦）の出生体重が小さいほど、妊娠前半期 GDM と妊娠後半期 GDM の割合が高い傾向であった。母体（妊

婦）の出生体重が 3,000-3,499g を基準とした場合、母体（妊婦）の出生体重が 2,500g 未満では、妊娠前半期 GDM と

妊娠後半期 GDM の調整オッズ比（95% 信頼区間）はそれぞれ 1.345（0.912-1.984）、1.657（1.298-2.115）であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

母体（妊婦）の低出生体重が GDM と関連したことは、先行研究の結果と一致していた。本研究では、新たに母体（妊

婦）の出生体重が小さいほど、妊娠週数に関わらず GDM のリスクが上昇することを示した。また、母体（妊婦）の低出

生体重は妊娠前半期 GDM よりも妊娠後半期 GDM とより強く関連していた。本研究結果より、周産期管理の際に母

体（妊婦）の出生体重を事前に把握することは、妊娠週数に関わらず GDM のハイリスク症例の同定に有用である可

能性がある。本研究の限界として、75g 経口ブドウ糖負荷試験の値がないこと、糖尿病の家族歴が収集されていない

ことなどが挙げられる。 

 

結論： 

母体（妊婦）の出生体重が小さいほど、妊娠前半期 GDM および妊娠後半期 GDM のリスクが高かった。母体（妊婦）

の低出生体重は妊娠前半期 GDM よりも妊娠後半期 GDM とより強く関連していた。 

 


